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Ⅰ 問題の所在 
特別支援学校高等部学習指導要領（平成21年）職

業科の目標には「勤労の意義について理解するとと

もに，職業生活に必要な能力を高め，実践的な態度

を育てる。」1)と示されている。 

所属校は，知的障害のある児童生徒に対する教育

を行う特別支援学校である。高等部では，校内実習

及び職場見学を通して，勤労の意義について理解さ

せる時間をもちつつ，就労希望生徒については第１

学年から，福祉就労希望生徒については第２学年か

ら，希望する施設等で「産業現場等における実習」

を実施し，職業生活に必要な能力を高め，実践的な

態度が育つよう指導している。また，職業科の時間

を通して，基本的生活習慣の定着を図ったり，卒業

後の生活を考えさせたりしている。   

しかし，生徒は失敗を恐れる気持ちが強まったり，

緊張したりするなどの情意面における問題や，状況

判断や対人関係の構築に時間が掛かることから，身

に付けたスキルを十分に発揮できない実態がある。 

併せて，実習の実施先からは，実習後の反省会や

企業参観懇談会において，コミュニケーションスキ

ルに課題があるという意見があり，卒業生からは，

人間関係に悩みや不安を感じているという相談があ

る。このことは，所属校における１年以内の離職率

が，平成24年度９％，平成25年度11.1％，平成26年

度10.5％となっている原因の一つと考えられる。 

なお，このことは所属校だけの問題ではない。中

嶋学・渡邉健治・田中謙（2013）は，離職要因とし

ては「本人の問題」特に「人間関係に関連する回答」

が最も多く「職場内での配慮」と回答したケースが

52％であったことも踏まえて，職場での「人間関係」

に関する課題への支援が求められると述べている。 

また，渡邉雅俊・松本晃(2013)は，伝達スキルを

含めたコミュニケーションの支援は，職場定着にお

ける重要な要因であると述べている。 

これらのことから，知的障害のある生徒が，卒業

後に豊かな生活を送るためには，コミュニケーショ

ンスキルの向上が重要であると考える。 

 

Ⅱ 研究の基本的な考え方 
 

１ コミュニケーションスキル 
(1) 働くために必要なコミュニケーション 
特別支援学校学習指導要領解説自立活動編（平成

21年）では，コミュニケーションとは「場や相手に

応じて，コミュニケーションを円滑に行うことがで

きるようにする観点から内容を示している。」2)とあ

る。 

研究の要約 

本研究は，知的障害のある生徒のコミュニケーションスキルの向上を図る指導の工夫について考察した

ものである。文献研究から，知的障害のある生徒が，離職する原因として，コミュニケーションスキルに

課題があることが分かった。そこで，身近な人間関係を確立し，その経験を基に新たな人間関係を広げら

れることを働くために必要なコミュニケーションスキルと定義した。また，コミュニケーションスキルの

向上を図るため，自己映像及び模範映像の視聴・比較からの気付きを，ヒントカードとして作成し，活用

することの有効性について検証した。 

その結果，自己映像及び模範映像を視聴し，比較することが自己理解を深め，自らの気付きをヒントカー

ドとして生徒自らが作成し，繰り返し活用することが，コミュニケーションスキルの向上に有効であるこ

とが明らかになった。 



 

 

 渡邉ら(2013)は，「知的障害者の場合でも挨拶を

事業主が重視していることが報告されている」3)と述

べ，「誰とでも臆することなく，状況に相応しい会

話ができる能力が求められる。特に，移行を目前に

した高等部生徒に対しては，健常者とのコミュニ

ケーションスキルを習得させることが，移行をス

ムーズにするうえで重要な教育課題であると考え

る。」4)と述べている。 

(2) 三項関係の成立 

北村博幸・五十嵐靖夫・細谷一博（2013）は，一

般的な人間関係の形成過程における，三項関係につ

いて次のように述べている。第一項は「自分自身」，

第二項は「身近な大人」，第三項は「もの・こと・

ひと」を指し，この三項の関わりがある程度成立す

ると，「子供同士」の関わりが成立するようになる。

その後，より多様な関わりをもつようになると人間

関係を広げる段階に入り，集団の中の自分を理解し

始めると述べている。 

北村ら（2013）は「特別な支援を必要とする児童 

生徒を支援するに当たっては，定型の人間関係の発

達をしっかりと理解した上で，人間関係の発達段階

を１つの指針として指導や支援に生かしていくこと

が必要」5）であると述べている。しかし，関わる相手

が身近な大人であれば，それ以上の人間関係の広が

りは望めないとも述べている。 

これらのことから，三項関係が成立し，場や相手

の状況に応じて，適切な手法を用いて，人間関係を

広げることを，働くために必要なコミュニケーショ

ンスキルと考える。 

 

２ 知的障害のある生徒の自己理解への指

導・支援 
(1) 知的障害の特性と指導・支援 

特別支援学校学習指導要領解説総則等編（平成21

年）には，「知的障害のある児童生徒の学習上の特

性としては，学習によって得た知識や技能が断片的

になりやすく，実際の生活の場で応用されにくいこ

とや，成功経験が少ないことなどにより，主体的に

活動に取り組む意欲が十分に育っていないことなど

が挙げられる。」6）と示されている。 

文部科学省(平成25年)は，知的障害のある児童生

徒への教育における合理的配慮の観点から「学習上

又は生活上の困難を改善・克服するための配慮」と

して，できるだけ実生活につながる技術や態度を身

に付けられるようにするとともに，社会生活上の規

範やルールの理解を促すための指導を行うことを挙

げている。また，知的発達の遅れに応じた分かりや

すい指示や教材・教具として，絵カードや文字カー

ド等や，動作化や視覚化の活用を挙げており，言葉

による指示だけでなく，絵や写真等を用いたり，モ

デルを示したりすることによって，児童生徒が活動

内容を理解しやすくなると述べている。さらに，知

的発達の遅れ等によって，人間関係を十分には形成

できないことなどから，集団の中で所属意識がもて

るような活動の工夫とともに，自尊感情や自己肯定

感などに配慮した適切な指導・支援の必要性を述べ

ている。 

京都教育大学（平成21年）は「地域生活における

『職業自立』に向けた進路指導では，『将来設計に

関すること』『自己理解に関すること』『職業に関

すること』，そして『生活に関すること』の４領域

の重要性」7)があると述べ，自分の興味・関心，自分

の生活及び自分の適性といった自分自身に気付いた

り，問い直したりする指導・支援の必要性を述べて

いる。また，「自己理解に関すること」とは「一般

的に，子どもは小学校高学年頃から高校生にかけて

の思春期（青年期）に自己理解の大きな変化を遂げ

ると言われています。」8)と述べ，知的障害があって

も感情発達については変わりないと述べている。し

かし，「青年期の軽度知的障害者では，生活年齢を

あわせたとき，障害のない人に比べて否定的に自己

を評価することが明らかにされています。」9)と述べ，

このことは，指導者等が，知的障害のある青年の発

達段階を考慮せずに関わりをもち，その結果，生徒

が自信欠如あるいは劣等感に陥り，自己理解の低下

を招いたためではないかと推察している。 

これらのことから，知的障害の特性及び発達段階

を踏まえた上で，生徒が他者との比較により，自己

を否定的に見るのではなく，自分自身を多面的に捉

え，自己肯定感をもちながら，社会生活上のルール

の理解を促しながら自己理解を深めさせていくよう

な指導・支援を行う必要があると考える。 

(2) 自己理解への指導・支援 

小島道生（2015）は，豊かな自己理解を育てる指

導・支援として「否定感でいっぱいになる前に，自

分のよさや存在価値を抱けるような支援を実施した

い。」10)と述べ，「その子の過去の経験も考慮しつつ，

自分のよさを認識できる活動を積極的に取り入れて

いきたい。」11)と述べている。 

また，小島道生・片岡美華（平成26年）は自己理

解の指導・支援として，「多様な自己への気付き」

「理想自己の形成」等を挙げ，「多様な自己への気



 

 

付き」の指導・支援として，「過度に一つのことに

重きを置いた偏った自己理解ではなく，自分には

色々な側面があるという多様性について気づいてい

ける」12)ことを挙げている。 

さらに，小島ら（平成26年）は，「理想自己の形

成」について，自分自身で過去を振り返ったり，未

来を見つめたりする活動を含むが「知的障害のある

児童生徒は，『時間軸』を抱くことに困難さがある

こと」13)が多いため，これらの指導・支援として「積

極的に，視覚的な手がかり（例；絵，写真，ＶＴＲ

など）を活用しましょう。」14)と述べている。 

これらのことから，知的障害のある生徒に，視覚

的な手掛かりとして他者映像を視聴させることは，

多様な自己への気付きとなり，できていないところ

だけでなく，できている部分にも注目させることが

できる。また，自己映像を模範映像と比較させるこ

とで，理想自己の形成につながり「自己理解」の深

まりを促すことができると考える。 

 

３ コミュニケーションスキルの向上を図る

ヒントカード 

(1) 内発的動機付け 

梅谷忠勇（2003）は，知的障害のある生徒が見慣

れない課題を解決する際,内発的動機付けにより興

味・関心や達成要求をもたせることが重要であると

述べている。 

また，櫻井茂男（2009）は，内発的動機をもった

生徒は，学習に自立的すなわち自由意思によって取

り組むことができると述べている。 

さらに，竹林地毅（平成16年）は内発的動機付け

を重視した授業づくりにより，児童生徒の主体的な

学習が促進されると述べている。 

これらのことから，内発的動機付けを重視した授

業を行うことは，生徒の主体的な学習を促すことが

できると考える。 

(2) ビデオとカードの有効性 

井上雅彦・飯塚暁子・小林重雄（平成６年）は，

知的障害のある児童らを対象にビデオとカードを用

いた料理指導の効果について研究し，料理工程が複

雑なものについてもビデオとカードを併用した訓練

を付加することにより高い学習効果が得られること

が示されたと述べている。また，般化について，「日

常場面でのカードを使った料理行動の自発が報告さ

れ，かつそれはカードを使用して３カ月後にも維持

されていた。」15)と結論付けている。 

竹林地（平成16年）は，児童生徒自らが目標を定 

めて学習活動を行うことは，自己評価しやすくなり，

学習意欲が高まると述べている。 

竹野政彦・田中由紀子・門西昭臣（平成25年）は，

動作を伴う学習や視覚的支援等の指導・支援の方法

は，目的とする活動を生起しやすくするための環境

的配慮のことであり，知的障害のある児童生徒に

とっても効果的であると述べている。 

これらのことから，知的障害のある児童生徒に，

児童生徒自身の気付き，つまり，目標をヒントカー

ドとして作成させることは，自己評価させやすくな

り，学習意欲を向上させ，生徒の主体的な活動を促

すことができると考える。また，障害の特性等に応

じた指導・支援の工夫として，ビデオやカードを使

用させることで，場や相手に応じた適切な人間関係

を広げることができるようになり，将来，必要なこ

とをメモする習慣等に般化できると考える。 

 

Ⅲ 研究の目的 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１ 研究構想図 

コミュニケーションスキルの向上 

ヒントカードの作成 

 

三項関係の成立 

自分自身 

身近な大人 もの・こと・ひと 

スキルの定着 
意欲 自信 

自己・他者評価の上昇 

ヒントカードの活用 

般化や長期的維持 

自己理解を深める 

自己映像 
他者映像 

（模範映像） 
映像視聴 

比較 

障害等に 
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導・支援 

自らの
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 本研究では，生徒自らが作成したヒントカードを

活用した「職業」の授業を通して，コミュニケーショ

ンスキルの向上を図ることを目的とする。 

 本研究の対象は，三項関係が成立し，さらに人間

関係を広げていく段階の生徒とする。具体的には，

次のような指導・支援が必要であると考える。 

 まず，チェックシートを使って，普段の自分を評

価させる。次に，自己紹介の映像を録画させる。そ

の後，模範映像と自己映像を視聴させ，比較させる。

気付きから，よりよくなるための目標を決めさせ

る。目標はヒントカードとして作成させ，繰り返し

活用させる。そのことにより，働くために必要なコ

ミュニケーションスキルの向上を図ることができ

ると考える。 

 本研究構想図を図１に示す。 

 

Ⅳ 研究の仮説及び検証の視点と方法 

 

１ 研究の仮説 
知的障害のある生徒が，模範となる他者映像と，

自己映像を比較し，自らが作成したヒントカードを

繰り返し活用することは，コミュニケーションスキ

ルの向上につながるであろう。 

 

２ 検証の方法 
(1) 生徒のコミュニケーションスキルに係る変容

の視点  

○  調査日 

平成27年11月26日～平成27年12月15日 

○  検証の視点 

生徒の働くために必要なコミュニケーションス

キルに係る変容があったか。 

○  検証方法 

表１の五つの項目について，行動観察を行う。 

 

表１ 生徒のコミュニケーションスキルに係る変容の視点 

項目 評価規準 

関係を

深める 

他者映像を視聴したり，「チェックシート」に記

入したりして，適切な行動を確認している。（三

項の関係性を深める。） 

比較 

する 

「チェックシート」を正しい姿と比較し，自分の

ことに置き換えて考えている。（他者理解する。） 

自己 

理解 

する 

自己映像を視聴して，自分の行動と照らし合わせ

「チェックシート」に記入している。（自己理解

する。） 

状 況 判

断する 

状況判断しながら，ヒントカードを適切に活用す

る。（状況判断する。） 

変容 

する 

他の人及び場所での行動が変化している。 

（変容する。） 

(2) チェックシートの活用 

○ 調査日  

事前 平成27年11月26日 

  事後 平成27年12月15日 

○ 検証の視点 

生徒の働くために必要なコミュニケーションス

キルが向上したか。 

○ 検証方法 

表２の「チェックシート１(指導者用)」を活用

する。なお，表２に示す「チェックシート１(指導

者用)」の項目は，独立行政法人高齢・障害者雇用

支援機構の障害者職業総合センターの「就労支援

のためのチェックリスト」から抜粋した。 

   
表２ チェックシート１（指導者用） 

 チェック項目 ４段階評価 

日
常
生
活 

（
身
だ
し
な
み
） 

頭髪が整っている。 
４：身だしなみを 

整えている。 
３：チェック項目 
   四つ以上。 
２：チェック項目 
    二つ以上。 
１：整っていない。 

顔には目やに等汚れがない。 

歯磨きした様子がある。 

爪が伸びていない。 

ひげのそり残しがない（男子）。 

ハンカチ・ティッシュを携帯し
ている。 

シャツが出ていない。 

対
人
関
係
（
挨
拶
） 

朝の挨拶が言える。 
４：できる。 
３：チェック項目 

四つ以上。 
２：チェック項目 

二つ以上。 
１：できない。 

昼の挨拶が言える。 

夕の挨拶が言える。 

敬語を使える。 

相手の顔を見て挨拶できる。 

表情（笑顔）よく挨拶できる。 

声の大きさが適当である。 

作
業
へ
の
態
度 

（
質
問
・
報
告
・
連
絡
） 

分からないときに聞くことがで
きる。 

４：できる。 
３：チェック項目 

四つ以上。 
２：チェック項目 

二つ以上。 
１：できない。 

作業の終了を伝えることができ
る。 

失敗を伝えることができる。 

体調不良等を伝えることができ
る。 

欠席や帰宅連絡ができる。 

困ったときに相談ができる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

図２ チェックシート２（生徒用イラスト版） 

 
 

  



 

 

表３ チェックシート２（生徒用文字版） 

 内容 ４ ３ ２ １ 

身
だ
し
な
み 

場に合った服
装にし，清潔
であるなど身
だしなみを整
えている。 

身だしな
みを整え
ている。 

身だしな
みをだい
たい，整
え て い
る。 

身だしな
みは注意
されれば
改めてい
る。 

身だしな
みを整え
ら れ な
い。 

挨
拶 

相手に応じた
挨 拶 が で き
る。 

相手に応
じた挨拶
が で き
る。 

決まった
挨拶がで
きる。 

相手から
挨拶され
れば，返
すことが
できる。 

挨拶がで
きない。 

質
問
等 

必要なときに
適切な質問・
報告(作業の
終了・失敗等)
ができる。 

質問等が
できる。 

質問等が
だいたい
できる。 

質問等が
あまりで
きない。 

質問等が
で き な
い。 

 

表３に示す「チェックシート２(生徒用文字版)」

の内容を補足するものとして，図２「チェックシー

ト２（生徒用イラスト版）」を使用する。図２は，

できていない箇所が分かりやすいよう，丸印をした

り，言葉で補足したりするなど工夫したものを提示

した。表３及び図２に示す「チェックシート２」は，

上記センターの「就労支援のための訓練生チェック

リスト」から抜粋した(1)。 

 

Ⅴ 研究授業 
 

１ 研究授業の内容 

○  期 間 平成27年11月26日～平成27年12月15日

○  対 象 所属校第３学年（２名，生徒Ａ・生徒   

Ｂ） 

○  題材名 卒業後の生活について 

 

２ 指導計画 
指導計画については，表４に示す。 

 
表４ 指導計画 

時・期 目標 学習活動 指導・支援 

第１時 

11月26日 

 

事前評価 

・チェックシー

トを活用し，

自分の行動を

振り返ること

ができる。 

・チェックシー

トを活用して

自己評価し，

普段の様子を

振り返る。 

・自己映像を撮

る。 

・チェックシー

トの評価規準

が分かりやす

いように，イ

ラストを提示

する。 

・正しい伝え方

を話型で提示

する。 

第２時 

12月３日 

指導・支援期 

・映像を比較 

 し，他人から

見た自分を知

ることができ

・他者映像(模 

範映像)と自

己映像を比

較し，違いに

・自己理解を深

め さ せ る た

め，映像で確

認させる。 

る。 気付く。 

・よりよくなる

方 法を 考え

る。 

・活動内容を分

かりやすくさ

せるため目標

を 細 分 化 す

る。 

第３時 

12月４日 

指導・支援期 

・ワークシート

に示した目標

を ，ヒ ント

カードとして

作成すること

ができる。 

・目標とする内

容 を振 り返

り，忘れない

ためにヒント

カードを作成

する。 

・ヒントカード

の作成と活用

の意義につい

て丁寧に説明

する。 

第４時 

12月10日 

指導・支援期 

・ヒントカード

を使って，自

己紹介するこ

とができる。 

・ヒントカード

を実際に繰り

返 し活 用す

る。 

・自己・他者映

像を視聴し，

声の大きさや

姿勢を再度確

認させる。 

第５時 

12月15日 

指導・支援期 

・ヒントカード

を使って，新

しく出会う人

に自己紹介を

することがで

きる。 

・前回の自己映

像を確認し，

目標が達成で

きたか確認す

る。 

・意欲につなげ

るため前回の

自己映像を視

聴 さ せ ， よ

かったところ

を指導者が評

価する。 

 

３ 研究授業の実際 

(1) 事前評価における自己理解 

 対象生徒に「チェックシート２」で，普段の自分

をどう評価したかを確認させた。併せて，指導者が

「チェックシート１」で評価を行い，対象生徒に自

分と指導者との評価の違いを確認させることで，自

己理解を促した。その結果，「挨拶」に課題がある

ことが分かった。 

(2) 自己映像の録画 

 対象生徒に自己紹介を行わせた。その際，現在の

自分の状況を理解させるため，指導・支援をあえて

行わず，必要に応じて話型のみを提示し，録画した。

(3) 自己映像及び他者映像の視聴・比較 

 録画後，すぐに自己映像を視聴させ，他者映像と

比較させた。その際の自己映像と他者映像の比較の

視点を図３に示す。 

 
あいさつは 

・声の大きさ 

・身だしなみ 

・姿勢 と 

・表情 大事にね！ 

図３ 自己映像と他者映像の比較の視点 

 

(4) 気付きをまとめる 

図４に示すワークシートを活用することで，生徒 

が自分の気付きと目標が分かりやすいようにした。 

必要に応じて， 

イラストを提示する。 



 

 

具体的には，「声の大きさ」「姿勢」「表情」「身

だしなみ」について，自己映像と他者映像の違いを

まとめさせ，目標を考えさせた。生徒のワークシー

トの記述を表５及び表６に示す。 

 

 現在の自分 目標 どうする？ 

声の大きさ    

姿勢    

表情    

身だしなみ    

図４ ワークシート 

 
表５ 生徒Ａのワークシートの記述 

 現在の自分 目標 どうする？ 

声の大きさ △   

姿勢 ○ ◎ 礼をていねいにする 

表情 ○   

身だしなみ ◎   

 
表６ 生徒Ｂのワークシートの記述 

 現在の自分 目標 どうする？ 

声の大きさ ◎   

姿勢 ○ ◎ 姿勢に気をつける 

表情 ○   

身だしなみ ◎   

 

(5) 気付きをヒントカードにする 

ワークシートから，自分で目標を決め，イラスト

や文字でヒントカードとして作成させた。生徒が作

成したヒントカードを図５に示す。 

 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

生徒Ａのヒントカード 

 

 
 
 

 

 

 

 
 

生徒Ｂのヒントカード 

図５ 生徒が作成したヒントカード 

 

(6) ヒントカードの活用 

ヒントカードは，自己映像録画時に，目標を確認

するものとして活用させた。ヒントカードは，対象

生徒個々に目標を確認させた後，自分たちが使いや

すいよう，ポケットに入れさせたり，手に持たせた

りして活用させた。生徒が目標を覚えて，必要がな

くなるまで繰り返し活用させた。 

 

Ⅵ 検証の結果と考察 
 

１ 検証の結果 
(1) コミュニケーションスキルに係る変容 

生徒Ａは，表３に示すチェックシート２を活用し

た自己評価と，表２に示すチェックシート１を活用

した指導者による他者評価の結果に差があった。つ

まり,自分に置き換えて考えることに難しさが見ら

れた。 

指導・支援期には，ヒントカードをポケットに入

れて何度も目標を確認するなどの様子があった。繰

り返し活用させると，確認の時間が短くなるととも

に，躊躇する様子もなく，自己紹介するようになっ

た。また，新しい人とのやり取りは苦手だったが，

ヒントカードを活用すると，新しい人に自己紹介を

する場面においても，すぐに自己紹介することがで

きた。ヒントカードは机上に置いてさっと確認する

など，定着が見られた。生徒Ａの変容を表７に示す。 

 
表７ 生徒Ａの変容の様子 

 

生徒Ｂも同様に，事前評価では，正しい姿は理解

していたが，自分に置き換えて考えることに難しさ

が見られた。 

指導・支援期において，ヒントカードを活用する

と，自己映像と他者映像を比較し，自らの目標を意

識し，自己紹介の前には声に出して確認する姿が見

られた。その結果，図６のように，正しい姿勢で自

己紹介を行えるようになった。また，新しく出会っ

た人に自己紹介をする場面では，ヒントカードの目

項目 事前評価 指導・支援期 

関係を
深める 

正しい行動は分かるが，
自分の行動と照らし合わ
せることは難しい。 

 映像をよく見て，自分の
行動と照らし合わせてい
た。 

比較 
する 

 他人の身だしなみの不
十分さに気付くことがで
きるが，自分に置き換えて
考えることは難しい。 

 イラストをよく見て，自
分の身だしなみを確認す
る様子が見られた。ワーク 
シートに記入できた。 

自己 
理解 
する 

自分のこととして捉え
切れておらず，正しい行動
に結び付いていない。 

映像を視聴することで，
自分の姿が模範映像と異
なっていることに気付け
た。 

状況 
判断 
する 

これまで手掛かりとな
るカードを活用したこと
はない。 

カードに書かれた目標
を確認していた。必要に応
じてポケットから出し入
れして活用できた。 

変容 
する 

人前で話すことが苦手
で，人間関係が十分できて
いないと，消極的になって
しまい，問い掛けにも上手
く返せないことがある。 

確認の時間が短くなり，
順番が来たらすぐに取り
掛かることができた。新し
く出会った人にも，躊躇な
く自己紹介することがで
きた。 

今回の 
目標 

自己
評価 

自分で考えた
手立て 

３cm 10cm 

 



 

 

標を確認後，指先にまで気を付けた姿勢及び正しい

言葉遣いで，自己紹介できるようになった。ヒント

カードは持っているだけで効果を発揮した。生徒Ｂ

の変容の様子を表８に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

図６ 生徒の変容 

図６ 生徒の変容 

 
表８ 生徒Ｂの変容の様子 

項目 事前評価 指導・支援期 

関係を
深める 

 適切な行動は分かるが，
新しい人間関係の構築に
時間が掛かる。 

 映像が視聴でき，授業時
間一杯取り組めた。 

比較 
する 

他人の身だしなみの不
十分さに気付くことがで
きるが，自分に置き換えて
考えることは難しい。 

イラストをよく見て，正
しい姿をワークシートに
記入できた。 

自己 
理解 
する 

自分のこととして捉え
切れておらず，正しい行動
に結び付いていない。 

 自己映像及び他者映像，
を確認し「手が違う。」と
姿勢が整っていないこと
に気付き，ワークシートに
記入できた。 

状況 
判断 
する 

これまで手掛かりとな
るカードを活用したこと
はない。 

ヒントカードを読み上
げて，内容を確認してい
た。確認後は手に持って実
践できた。 

変容 
する 

好きな人には自分から
関係を深めようとするが，
話し掛けが一方的になっ
たり，丁寧な言葉遣いに
なっていなかったりする。
姿勢が整っていない。相手
によっては不適切な関わ
りになることがある。 

姿勢が整い，相手を見て
自己紹介ができた。終える
と「できた。」と担任に伝
えていた。新しく出会った
人にも，指先にまで気を付
けて，姿勢を正し，自己紹
介をすることができた。 

 

(2) コミュニケーションスキルの向上 

表９に示すとおり，「事前評価」と「指導・支援期

（後期）」とで「自己評価と他者評価の一致」を比

較すると，生徒Ａは，「身だしなみ」「挨拶」の項

目が△から○へと高まり，数値が一致した。 

生徒Ｂは，「挨拶」「質問等」の項目が×から△に

高まった。「身だしなみ」の項目は，事前評価から

「４」で一致していた。 

表10に示すとおり，生徒Ａは，一度低下した「挨

拶」の項目の自己評価の数値が上昇し，他者評価の

数値と一致した。他者評価は，全ての項目について

数値が上昇した。 

生徒Ｂは，一度低下した「挨拶」の項目の自己評価

の数値が上昇した。他者評価は「挨拶」と「質問等」

の項目について数値が上昇した。 

 
表９ ヒントカード活用後の自己理解 

 

事前評価 指導・支援期（後期） 

自 他 

自己評価と

他者評価の

一致 

自 他 

自己評価と

他者評価の

一致 

生

徒

Ａ 

身だしなみ ４ ３ △ ４ ４ ○ 

挨拶 ３ １ △ ３ ３ ○ 

質問等 ２ ３ △ ３ ４ △ 

生

徒

Ｂ 

身だしなみ ４ ４ ○ ４ ４ ○ 

挨拶 ４ １ × ４ ３ △ 

質問等 ４ １ × ４ ２ △ 

※質問等（質問・連絡・相談） 

自己理解：数値差なし（○）・数値差１～２（△） 

数値差３以上（×） 

 
表10 ヒントカード活用後の自己評価と他者評価 

 

自己評価 
自己評

価の変

容 

他者評価 
他者評

価の変

容 

事前 

評価 

指導・

支援期 

(前期) 

指導・

支援期 

(後期) 

事前 

評価 

指導・

支援期 

生

徒

Ａ 

身 ４ ４ ４ → ３ ４ ↗ 

挨 ３ ２ ３ → １ ３ ↗ 

質 ２ ３ ３ ↗ ３ ４ ↗ 

生

徒

Ｂ 

身 ４ ４ ４ → ４ ４ → 

挨 ４ ３ ４ → １ ３ ↗ 

質 ４ ４ ４ → １ ２ ↗ 

 

２ 検証の考察 

(1) コミュニケーションスキルに係る変容 

 生徒Ａは，小さめのヒントカードにしたので，ぎ

りぎりまで目標を確認し，自己紹介録画時には，ポ

ケットに入れて持ち歩くなど，自分で工夫して活用

を図れていた。 

生徒Ｂは，言葉掛けによって，模範映像に注意を

向けることができ，ヒントカード活用時には，声に

出して目標を確認し，手に持って活用を図れていた。      

これらの検証の結果から，生徒に，自己映像及び

模範映像の比較をさせることは，生徒の正しい自己

  

 

 

  

生徒Ａが，ヒント
カードを確認して
いる様子。 

 
生徒Ａが，ヒント

カードを確認して
いる様子。 

 

 

 

  ヒントカード活用後，生徒
Ｂの姿勢が整ってきた。 

 
ヒントカード活用後， 

生徒Ｂの姿勢が整ってきた。 

 



 

 

理解を促すことにつながり，そのことにより，生徒

は正しい姿をイメージして自らの目標をヒントカー

ドとして作成することができたと考える。また，繰

り返し活用させることによって，自分の変容に気付

くことができ，このことによって，より自信をもっ

て取り組むことができ，コミュニケーションスキル

に係る変容につながったと考える。 

(2) コミュニケーションスキルの向上  

 検証の結果から，自己評価及び他者評価について

多くの項目で上昇が見られたことから，コミュニ

ケーションスキルが向上したと考える。このことか

ら，ヒントカードを活用することは，コミュニケー

ションスキルの向上に有効であると考える。 

 

Ⅶ 研究の成果と今後の課題 
 

１ 研究の成果 

○ 知的障害のある生徒が，模範となる他者映像を

視聴し，自己映像と比較することで，自己理解を

深めることができ，このときの気付きをヒント

カードとして自らが作成し，繰り返し活用するこ

とは，コミュニケーションスキルの向上に有効で

あることが分かった。 

○ 特に，自己映像は，繰り返し録画し，模範映像

だけでなく，前回の自己映像と比較させると，自

分の変容を理解させることができ，自己理解を深

めるとともに，自信につながりやすいことが分

かった。 

 

２ 研究の課題 
○ 本研究では，他者評価を指導者のみが行った。

生徒同士が相互評価を行うなど，多面的な評価を

行うことで，より効果があると考える。 

○ ヒントカード等については，実際に職場（実習

先）等で活用させ，より般化につなげられるよう

追究していきたい。 
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